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ものづくりを支える金属加工の王様！
フライス盤は、ものづくりの現場で活躍する重要な工作機械。フライス

盤による加工は、材料を前後・左右・上下に動かし、回転している切削

工具で行います。フライス盤は金属の「平面加工」「溝加工」「段加工」

「穴加工」などの加工が得意で、平面の組み合わせによる立体形状の

機械部品を0.01mm単位の精度で加工します。機械は、1つの部品だ

けでは機能せず、部品の組み合わせで機能を発揮します。そのため、

組み合わせる部品同士の寸法精度がとても重要となります。

慎重に
加工！

前回大会金メダリストからメッセージ！
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佐々木 陽登さん

ただ練習するだけではな
くて、ちゃんと考えて練習
することで自分の技術が
高まると思います。強い
気持ちを持って取り組ん
でください！

競技では、フライス盤を使用し「六面体（長方体）」「直溝（エ

ンドミルという工具による切削加工）」などで構成された課

題を競技時間内に作製し、各部品の寸法精度、組み立て精

度や出来栄えを競う競技。競技課題は事前に公表されるた

め、選手はあらかじめ加工工程や作業時間の

配分などを検討し、必要となる切削工具や測

定器具、作業工具を準備し競技に臨みます。

競技は段取りから
始まっている！
0.01mmを競う競技！

二宮敬一主査
職業能力開発総合大学校

［所属：宮城県工業高等学校］
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